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NISSEKI TOKYO 06

人
の
い
の
ち
を
救
う
の
に
欠
か
せ
な
い
「
輸
血
」。

そ
の
背
景
に
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
築
か
れ
て
き
た

技
術
の
進
歩
と
、
変
わ
ら
な
い
人
々
の
善
意
、

そ
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
輸
血
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

支
え
続
け
る
現
場
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
は
、
輸
血
の
未
来
を
切
り
開
く

「
人
工
血
液
」
の
研
究
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
輸
血
の
始
ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

試
行
錯
誤
の
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

血
液
製
剤
の
製
造
現
場
に
お
け
る
厳
格
な
品
質
管
理
や

安
全
性
確
保
の
取
り
組
み
に
迫
り
ま
す
。

安
心
を
支
え
て
い
る
裏
側
の
ご
紹
介
で
す
。

安心を支える力。
	 ～輸血の過去・現在

特集
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特集 　   安心を支える力。

日本赤十字社による輸血の歴史
今の日本に深く浸透した献血の制度。その始まりは、大正時代でした。日本赤十字社がどのように血液事業
に乗り出し、献血の普及や安全性の確保に尽力してきたのか、苦難を伴う歴史を振り返ります。

　本
赤
十
字
社
は
、１
９
５
２

（
昭
和
27
）年
に「
日
本
赤

十
字
社
血
液
銀
行
東
京
業
務
所
」

を
開
業
。
し
か
し
、同
時
期
に
誕

生
し
た
民
間
の
血
液
銀
行
は
血
液

を
お
金
で
買
う「
買
血
」を
行
っ

て
い
た
た
め
、日
本
赤
十
字
社
へ

の
献
血
者
数
は
伸
び
悩
み
ま
す
。

貧
し
い
人
が
健
康
を
害
す
る
ほ
ど

頻
繁
に
血
液
を
売
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、「
黄
色
い
血
」と
呼
ば
れ
る
赤

血
球
の
少
な
い
血
液
が
出
回
る
こ

と
で
、感
染
症
な
ど
の
副
作
用
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

最新検査技術を
随時導入 買血から献血へ

　本
で
は
大
正
時
代
か
ら
輸
血
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、提
供
者
か
ら
採
取
し
た
血
液
を
そ
の
ま

ま
患
者
に
輸
血
す
る「
枕
元
輸
血
」の
方
法
が
と
ら
れ
、

数
多
く
の
感
染
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
１
９
４
８（
昭

和
23
）年
に
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
小
石
川
分
院

産
婦
人
科
で
起
き
た
梅
毒
感
染
事
故
を
契
機
に
輸
血
の

安
全
性
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、日
本
赤
十
字
社
が
保

存
血
液
製
造
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　血
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
、
日
本
赤
十
字
社
は

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
各
都
道
府
県
へ

の
血
液
セ
ン
タ
ー
設
置
を
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
米
国

大
使
が
暴
漢
に
刺
さ
れ
輸
血
を
受
け
た
際
、
肝
炎
を
発

症
。
こ
れ
が
買
血
に
よ
る
血
液
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
買

血
反
対
の
機

運
が
高
ま
り
、

１
９
７
４
（
昭

和
49
）
年
に
は

全
て
の
輸
血
用

血
液
を
献
血
に

よ
っ
て
確
保
す

る
体
制
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
。

　余
曲
折
を
経
て
、
日
本
に
根
付
い
た
献
血
制
度
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年

に
「
生
化
学
検
査
」
を
取
り
入
れ
、
献
血
者
に
検
査
の

結
果
を
届
け
る
こ
と
で
健
康
管
理
に
役
立
て
て
も
ら
う

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に

は
、
そ
れ
ま
で
の
２
０
０
mL
献
血
に
加
え
て
４
０
０
mL

献
血
と
成
分
献
血
を

導
入
。
以
降
も
、
感

染
症
検
査
項
目
の
追

加
、
最
新
検
査
技
術

の
導
入
な
ど
を
進
め
、

よ
り
安
全
で
迅
速
な

輸
血
事
業
を
展
開
し
、

人
々
の
い
の
ち
を
救

い
続
け
て
い
ま
す
。

1955（昭和30）年に
完成した日本赤十字社
輸血研究所

1961（昭和36）年には初めての移動
採血車を導入

現在の献血者数は、年間延べ約500
万人

戦後の梅毒
感染事故が契機に

お金のために
血液を売ることの弊害

日

献紆

日

草創期買血
時代

全国
普及現在

History 1

History 3

History 2

History 4

梅毒感染事故を報じる読売新
聞誌面（1948年11月22日）
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特集 　   安心を支える力。

歴史の皮肉 !?
戦禍と血液銀行誕生

●
17
世
紀

輸
血
へ
の
果
敢
な
挑
戦
の
記
録
が
散
見
さ

れ
る
が
、
死
亡
事
例
も
多
数
あ
り
。

●
１
８
２
８
年

ブ
ラ
ン
デ
ル
に
よ
る
産
後
の
女
性
へ
の
輸

血
の
試
み
。
成
功
率
は
約
５
割
。

●
１
９
０
０
年

ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
血
液
型
を
発
見
。

●
１
９
１
４
〜
１
９
１
５
年

血
液
を
保
存
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー

の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
血
液
抗
凝
固
剤
・

ク
エ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
開
発
。

●
１
９
１
９
年

日
本
に
お
い
て
、
初
め
て
の
輸
血
が
２
例

行
わ
れ
成
功
す
る
。

●
１
９
３
０
年

当
時
の
浜
口
雄
幸
首
相
が
暴
漢
に
狙
撃

さ
れ
、
輸
血
で
一
命
を
取
り
留
め
る
。

世
間
の
輸
血
へ
の
関
心
が
高
ま
る
。

●
１
９
３
７
年

フ
ァ
ン
タ
ス
が
世
界
初
の
血
液
銀
行
を
設
立
。

●
１
９
５
２
年

日
本
赤
十
字
社
が
血
液
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。

●
１
９
６
７
年

各
都
道
府
県
に
血
液
セ
ン
タ
ー
設
置
完
了
。

●
２
０
１
２
年

全
国
に
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
を

設
置
。
血
液
の
需
要
と
供
給
バ
ラ
ン
ス
を

広
域
的
に
調
整
し
、
医
療
機
関
へ
の
安
定

的
な
供
給
を
実
現
。

保
存
血
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
で
多
数
の
負
傷

者
が
出
た
こ
と
で
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
次

世
界
大
戦
を
機
に
、
血
液
の
抗
凝
固
剤
が
開
発
さ

れ
、
保
存
血
に
よ
る
輸
血
方
法
が
模
索
さ
れ
ま
す
。

世
界
で
初
め
て
血
液
銀
行
が
つ
く
ら
れ
た
の
は

１
９
３
７
年
。
ア
メ
リ
カ
人
医
師
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー

ド
・
フ
ァ
ン
タ
ス
が
シ
カ
ゴ
の
病
院
内
に
「Blood 

Preserving Laboratory

（
血
液
保
存
研
究
所
）」

を
つ
く
り
、
保
存
血
の
供
給
を
始
め
ま
し
た
。
当

先
人
た
ち
が
研
究
を
続
け
、
そ
の
謎
を
解
き
明

か
し
て
き
た
血
液
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
新

し
い
赤
血
球
型
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
白
血
球
や

血
小
板
に
も
複
雑
な
型
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
現
在
は
、
輸
血
に
よ
る
感
染
症
を

防
ぐ
た
め
の
抗
体
検
査
が

導
入
さ
れ
、
患
者
自
身
の

血
液
を
保
存
し
て
輸
血
す

る
「
自
己
血
輸
血
」
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
が

必
要
と
す
る
成
分
だ
け
を

輸
血
す
る
「
成
分
輸
血
」

が
主
流
に
な
り
、「
赤
血
球

製
剤
」「
血け

っ

漿し
ょ
う

製
剤
」「
血

小
板
製
剤
」
な
ど
が
場
面

輸血トリビア

1930年代は、死体血輸
血が行われていたこと
も！ ファンタスも最初
は死体血利用を検討し
たけれど、人道上の観
点から断念し、健康な
供血者からの採血・保
存が始まったよ。

血液型は何種類？ 研究が進み、
今では 300 種類以上あることが

分かっているよ。日赤
の血液センターで発見
された型もあります！

主な出来事・年表
●世界の出来事　●日本の出来事

奥深い血液の世界
研究のさらなる進歩

現在の輸血用血液検査の様子（日本赤十字社 
関東甲信越ブロック血液センター 埼玉製造所）

ファンタスの肖像。血液銀行をつくっ
たとき彼は62歳で、数年後に残念
ながら亡くなっている

初
、
彼
に
は
部
下
が
一
人
も
お
ら
ず
、
孤
軍
奮
闘

の
試
み
。
し
か
し
名
称
を
「Blood Bank
（
血
液

銀
行
）」
と
改
め
る
と
、
全
米
や
欧
州
か
ら
視
察
団

が
訪
れ
る
ほ
ど
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

ま
も
な
く
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
イ

ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
血
液
銀
行
が
つ
く
ら
れ
、

保
存
血
が
前
線
の
兵
士
の
い
の
ち
を
救
い
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
本
土
で

採
血
さ
れ
た
血
液
は
約
６
３
０
万 

ℓ
以
上
で
し
た
。

に
応
じ
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
の
世
界
は
奥
深
く
、
未
知
の
領
域
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
日
本
赤
十
字
社
の
職
員

を
は
じ
め
世
界
中
の
研
究
者
が
そ
の
機
能
を
解
明

し
続
け
、
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
て
い
る
の
で
す
。

輸血トリビア

p6-9_血液特集・扉1-2.indd   9 2024/12/11   14:59

NISSEKI TOKYO 08

世
界
的
に
見
た
輸
血
の
歴
史

古
代
よ
り
、
人
は
血
液
に
神
秘
性
を
感
じ
、
血
液
が
生
命
や
活
力
の
源
で
あ
る
と
い
う
概
念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
い
の
ち
を
救
う
医
療
行
為
で
あ
る
輸
血
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
発
展
し
た
の
か
、
人
類
の
挑
戦
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

輸血トリビア

１
６
６
７
年
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
侍
医
が
貧
血
と
高
熱
で

苦
し
む
４
人
の
患
者
に
仔
羊
の
血
液
を
輸
血
し
た
と
こ
ろ
、

患
者
た
ち
は
真
っ
黒
な
尿
を
出
し
、
死
亡
し
た
者
も
い
た
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
侍
医
は
殺
人
者
と
し
て
裁
判
に
か

け
ら
れ
、
輸
血
禁
止
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

19
世
紀
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
科
医
で
あ
る
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ブ
ラ
ン
デ
ル
が
、
産
後
に
出
血
が
原
因
で
死
亡
す
る

女
性
を
輸
血
で
救
い
た
い
と
試
行
錯
誤
。
ベ
ッ
ド
脇
に
立
つ

供
血
者
の
肘
の
動
脈
を
切
開
し
、
あ
ふ
れ
た
血
液
を
容
器
に

受
け
、
管
を
介
し
て
そ
の
ま
ま
産
婦
に
輸
血
す
る
と
い
う
原

始
的
な
方
法
を
試
み
ま
す
。
10
人
ほ
ど
に
人
血
輸
血
を
行
っ

た
結
果
、
約
半
数
が
助
か
り
、
残
り
は
い
の
ち
を
落
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
A
B
O
式
血
液
型
を
無
視
し
て
輸
血
し
た

と
き
の
成
功
率
と
同
程
度
で
し
た
。

死と隣り合わせの挑戦
先人たちの試行錯誤

１
９
０
０
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
病
理
学
者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ラ
ン

ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
を
発
見
し
ま
す
。
研
究
室
の
同

僚
な
ど
約
20
人
か
ら
採
取
し
た
血
液
を
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
て
み
る

と
、
固
ま
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
当
初
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｏ
型
の
３
種
の
み
を

発
見
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
白
人
の
AB
型
比
率
が
３
〜
５
%
程
度
と
低

か
っ
た
た
め
。
翌
年
に
は
弟
子
と
と
も
に
AB
型
も
発
見
し
ま
し
た
。
当

時
33
歳
だ
っ
た
彼
は
こ
の
歴
史
的
発
見
を
論
文
で
発
表
し
ま
す
が
、
基

礎
医
学
分
野
の
地
味
な
論
文
と
見
な
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
論
文
発
表
か
ら
約
10
年
後
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
が
「
輸
血

の
死
亡
事
故
の
原
因
は
血
液
型
の
不
適
合
に
よ
る
も
の
で
は
」
と
提
唱

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
医
学
会
は
騒
然
と
な
り
、
彼
の
功
績
が
讃

え
ら
れ
、
輸
血
に
よ
る
死
亡
事
故
は
激
減
し
ま
し
た
。

科学的視点の導入
血液型の発見

古代ローマの闘技場では、倒された
戦士に観衆が殺到し、流れる血液を
飲むことで力を得ようとしたそう！　

ブランデルの輸血光景（イメージ）

安全な輸血の道を切り開いた功績
が讃えられ、ラントシュタイナーは
1930年にノーベル生理学・医学賞
を受賞したよ。

輸血トリビア

ラントシュタイナーの肖像。血液型の研究を長年続け、
1940年には弟子とともにRh式血液型＊も発見した
＊アカゲザル（Rhesus Monkey）と共通の抗原により分

けられる血液型。赤血球の表面には400種余りの抗原
が存在している
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歴史の皮肉 !?
戦禍と血液銀行誕生

●
17
世
紀

輸
血
へ
の
果
敢
な
挑
戦
の
記
録
が
散
見
さ

れ
る
が
、
死
亡
事
例
も
多
数
あ
り
。

●
１
８
２
８
年

ブ
ラ
ン
デ
ル
に
よ
る
産
後
の
女
性
へ
の
輸

血
の
試
み
。
成
功
率
は
約
５
割
。

●
１
９
０
０
年

ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
血
液
型
を
発
見
。

●
１
９
１
４
〜
１
９
１
５
年

血
液
を
保
存
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー

の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
血
液
抗
凝
固
剤
・

ク
エ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
開
発
。

●
１
９
１
９
年

日
本
に
お
い
て
、
初
め
て
の
輸
血
が
２
例

行
わ
れ
成
功
す
る
。

●
１
９
３
０
年

当
時
の
浜
口
雄
幸
首
相
が
暴
漢
に
狙
撃

さ
れ
、
輸
血
で
一
命
を
取
り
留
め
る
。

世
間
の
輸
血
へ
の
関
心
が
高
ま
る
。

●
１
９
３
７
年

フ
ァ
ン
タ
ス
が
世
界
初
の
血
液
銀
行
を
設
立
。

●
１
９
５
２
年

日
本
赤
十
字
社
が
血
液
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。

●
１
９
６
７
年

各
都
道
府
県
に
血
液
セ
ン
タ
ー
設
置
完
了
。

●
２
０
１
２
年

全
国
に
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
を

設
置
。
血
液
の
需
要
と
供
給
バ
ラ
ン
ス
を

広
域
的
に
調
整
し
、
医
療
機
関
へ
の
安
定

的
な
供
給
を
実
現
。

保
存
血
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
で
多
数
の
負
傷

者
が
出
た
こ
と
で
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
次

世
界
大
戦
を
機
に
、
血
液
の
抗
凝
固
剤
が
開
発
さ

れ
、
保
存
血
に
よ
る
輸
血
方
法
が
模
索
さ
れ
ま
す
。

世
界
で
初
め
て
血
液
銀
行
が
つ
く
ら
れ
た
の
は

１
９
３
７
年
。
ア
メ
リ
カ
人
医
師
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー

ド
・
フ
ァ
ン
タ
ス
が
シ
カ
ゴ
の
病
院
内
に
「Blood 

Preserving Laboratory

（
血
液
保
存
研
究
所
）」

を
つ
く
り
、
保
存
血
の
供
給
を
始
め
ま
し
た
。
当

先
人
た
ち
が
研
究
を
続
け
、
そ
の
謎
を
解
き
明

か
し
て
き
た
血
液
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
新

し
い
赤
血
球
型
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
白
血
球
や

血
小
板
に
も
複
雑
な
型
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
現
在
は
、
輸
血
に
よ
る
感
染
症
を

防
ぐ
た
め
の
抗
体
検
査
が

導
入
さ
れ
、
患
者
自
身
の

血
液
を
保
存
し
て
輸
血
す

る
「
自
己
血
輸
血
」
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
が

必
要
と
す
る
成
分
だ
け
を

輸
血
す
る
「
成
分
輸
血
」

が
主
流
に
な
り
、「
赤
血
球

製
剤
」「
血け

っ

漿し
ょ
う

製
剤
」「
血

小
板
製
剤
」
な
ど
が
場
面

輸血トリビア

1930年代は、死体血輸
血が行われていたこと
も！ ファンタスも最初
は死体血利用を検討し
たけれど、人道上の観
点から断念し、健康な
供血者からの採血・保
存が始まったよ。

血液型は何種類？ 研究が進み、
今では 300 種類以上あることが

分かっているよ。日赤
の血液センターで発見
された型もあります！

主な出来事・年表
●世界の出来事　●日本の出来事

奥深い血液の世界
研究のさらなる進歩

現在の輸血用血液検査の様子（日本赤十字社 
関東甲信越ブロック血液センター 埼玉製造所）

ファンタスの肖像。血液銀行をつくっ
たとき彼は62歳で、数年後に残念
ながら亡くなっている

初
、
彼
に
は
部
下
が
一
人
も
お
ら
ず
、
孤
軍
奮
闘

の
試
み
。
し
か
し
名
称
を
「Blood Bank
（
血
液

銀
行
）」
と
改
め
る
と
、
全
米
や
欧
州
か
ら
視
察
団

が
訪
れ
る
ほ
ど
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

ま
も
な
く
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
イ

ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
血
液
銀
行
が
つ
く
ら
れ
、

保
存
血
が
前
線
の
兵
士
の
い
の
ち
を
救
い
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
本
土
で

採
血
さ
れ
た
血
液
は
約
６
３
０
万 

ℓ
以
上
で
し
た
。

に
応
じ
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
の
世
界
は
奥
深
く
、
未
知
の
領
域
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
日
本
赤
十
字
社
の
職
員

を
は
じ
め
世
界
中
の
研
究
者
が
そ
の
機
能
を
解
明

し
続
け
、
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
て
い
る
の
で
す
。

輸血トリビア
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世
界
的
に
見
た
輸
血
の
歴
史

古
代
よ
り
、
人
は
血
液
に
神
秘
性
を
感
じ
、
血
液
が
生
命
や
活
力
の
源
で
あ
る
と
い
う
概
念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
い
の
ち
を
救
う
医
療
行
為
で
あ
る
輸
血
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
発
展
し
た
の
か
、
人
類
の
挑
戦
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

輸血トリビア

１
６
６
７
年
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
侍
医
が
貧
血
と
高
熱
で

苦
し
む
４
人
の
患
者
に
仔
羊
の
血
液
を
輸
血
し
た
と
こ
ろ
、

患
者
た
ち
は
真
っ
黒
な
尿
を
出
し
、
死
亡
し
た
者
も
い
た
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
侍
医
は
殺
人
者
と
し
て
裁
判
に
か

け
ら
れ
、
輸
血
禁
止
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

19
世
紀
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
科
医
で
あ
る
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ブ
ラ
ン
デ
ル
が
、
産
後
に
出
血
が
原
因
で
死
亡
す
る

女
性
を
輸
血
で
救
い
た
い
と
試
行
錯
誤
。
ベ
ッ
ド
脇
に
立
つ

供
血
者
の
肘
の
動
脈
を
切
開
し
、
あ
ふ
れ
た
血
液
を
容
器
に

受
け
、
管
を
介
し
て
そ
の
ま
ま
産
婦
に
輸
血
す
る
と
い
う
原

始
的
な
方
法
を
試
み
ま
す
。
10
人
ほ
ど
に
人
血
輸
血
を
行
っ

た
結
果
、
約
半
数
が
助
か
り
、
残
り
は
い
の
ち
を
落
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
A
B
O
式
血
液
型
を
無
視
し
て
輸
血
し
た

と
き
の
成
功
率
と
同
程
度
で
し
た
。

死と隣り合わせの挑戦
先人たちの試行錯誤

１
９
０
０
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
病
理
学
者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ラ
ン

ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
を
発
見
し
ま
す
。
研
究
室
の
同

僚
な
ど
約
20
人
か
ら
採
取
し
た
血
液
を
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
て
み
る

と
、
固
ま
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
当
初
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｏ
型
の
３
種
の
み
を

発
見
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
白
人
の
AB
型
比
率
が
３
〜
５
%
程
度
と
低

か
っ
た
た
め
。
翌
年
に
は
弟
子
と
と
も
に
AB
型
も
発
見
し
ま
し
た
。
当

時
33
歳
だ
っ
た
彼
は
こ
の
歴
史
的
発
見
を
論
文
で
発
表
し
ま
す
が
、
基

礎
医
学
分
野
の
地
味
な
論
文
と
見
な
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
論
文
発
表
か
ら
約
10
年
後
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
が
「
輸
血

の
死
亡
事
故
の
原
因
は
血
液
型
の
不
適
合
に
よ
る
も
の
で
は
」
と
提
唱

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
医
学
会
は
騒
然
と
な
り
、
彼
の
功
績
が
讃

え
ら
れ
、
輸
血
に
よ
る
死
亡
事
故
は
激
減
し
ま
し
た
。

科学的視点の導入
血液型の発見

古代ローマの闘技場では、倒された
戦士に観衆が殺到し、流れる血液を
飲むことで力を得ようとしたそう！　

ブランデルの輸血光景（イメージ）

安全な輸血の道を切り開いた功績
が讃えられ、ラントシュタイナーは
1930年にノーベル生理学・医学賞
を受賞したよ。

輸血トリビア

ラントシュタイナーの肖像。血液型の研究を長年続け、
1940年には弟子とともにRh式血液型＊も発見した
＊アカゲザル（Rhesus Monkey）と共通の抗原により分

けられる血液型。赤血球の表面には400種余りの抗原
が存在している
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検
査
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

輸
血
を
必
要
と
す
る
場
面
は
年
中
無

休
で
す
し
、
血
液
製
剤
に
は
有
効
期
限

が
あ
り
ま
す
。
前
日
の
午
後
に
献
血
さ

れ
た
血
液
は
翌
日
の
午
前
中
に
検
査
、

当
日
の
午
前
中
に
献
血
さ
れ
た
血
液
は

当
日
の
午
後
に
検
査
…
と
、
3
6
5
日

休
む
こ
と
な
く
、
埼
玉
製
造
所
に
届
く

全
て
の
血
液
を
速
や
か
に
検
査
し
、
血

液
製
剤
と
し
て
出
荷
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
は
感
じ
ま
す
か
？

白
血
病
や
骨
髄
腫
な
ど
血
液
の
病
気

の
患
者
さ
ん
は
、
何
度
も
血
小
板
輸
血

を
繰
り
返
す
と
抗
体
を
つ
く
り
、
輸
血

で
き
る
血
液
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
病
院
か
ら

患
者
さ
ん
の
血
液
を
い
た
だ
き
、
適
合

す
る
血
液
を
探
し
出
し
ま
す
。「
無
事

に
輸
血
で
き
て
患
者
さ
ん
の
容
体
が
良

く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
報
告
を
病
院

側
か
ら
い
た
だ
く
と
、
心
の
底
か
ら
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。

検
査
を
す
る
こ
と
で
、
安
全
で
適
切

な
血
液
を
届
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
と
、

大
き
な
使
命
感
を
覚
え
ま
す
。

献
血
者
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

20
年
ほ
ど
前
、
白
血
球
数
が
異
常
に

高
い
検
体
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
お
か

し
い
」
と
思
い
そ
の
献
血
者
に
連
絡
を

取
っ
て
病
院
受
診
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、

白
血
病
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で

す
。
高
校
生
の
男
の
子
で
、
自
覚
症
状

は
皆
無
で
し
た
。
後
日
、「
早
く
発
見

し
て
く
れ
て
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
と
き
に

は
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

検
査
の
仕
事
は
献
血
者
の
健
康
、
い

の
ち
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
献
血
者
の
善
意
が
詰
ま
っ
て
い

る
血
液
を
最
大
限
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
、
鋭
い
視
点
を
持
ち
続
け
た
い
で
す
。

血
液
に
つ
い
て
、
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

日
本
赤
十
字
社
の
血
液
セ
ン
タ
ー
に

は
、
多
く
の
血
液
が
集
ま
り
ま
す
。
検

査
部
門
の
職
員
は
学
術
的
な
視
点
を

持
っ
て
血
液
を
見
つ
め
、
稀
な
血
液
型
、

未
知
の
抗
原
、
新
た
な
検
査
手
法
な
ど

を
発
見
し
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
入
社
2
年
目
の
と
き
に
、

「
肝
機
能
を
示
す
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
が
高
い
人

は
脂
肪
肝
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
」
と
学
会
発
表
し
て
、
翌
日
に
全
国

紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は

日
本
人
の
食
生
活
の
欧
米
化
（
脂
肪
の

取
り
す
ぎ
）
に
伴
い
、
脂
肪
肝
と
な
っ

て
肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
て
お
ら
ず
、
新
発
見
と
し
て
注

目
さ
れ
た
の
で
す
。

注
目
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

こ
と
し
か
ら
、
全
て
の
血
小
板
製
剤

の
中
に
細
菌
が
い
な
い
か
を
検
査
す
る

「
細
菌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
が
始
ま
り
、

輸
血
の
安
全
性
は
さ
ら
に
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
増
え
て
い
る
外
国
人
の

患
者
さ
ん
は
、
日
本
で
供
給
し
て
い
る

血
液
成
分
へ
の
抗
体
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
適
合
す
る
血
液
が
見
つ
か

り
に
く
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
難
し
い

検
査
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

輸
血
を
受
け
る
方
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

血
液
に
は
、か
け
が
え
の
な
い
力
が

あ
り
ま
す
。
献
血
者
の
方
を
は
じ
め
、検

査
や
製
造
を
行
う
職
員
、輸
送
す
る
職

員
、病
院
の
医
療
従
事
者
な
ど
、た
く
さ

ん
の
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
血
液
が
患

者
さ
ん
の
元
に
届
き
、元
気
に
回
復
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

献
血
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
は
人
の
い
の
ち
を
救
う
尊
い
行

動
で
、
献
血
者
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
若
者
の
献
血
離
れ
が

進
み
、
何
度
も
献
血
し
て
く
だ
さ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部

分
が
大
き
い
の
で
す
が
、
自
身
の
健
康

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
か
ら

検査フロアの様子。埼玉製造所では
見学者を積極的に受け入れており、ガ
ラス越しに見学することができる。

献血 Web 会員サービス
ラブラッド

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
は
、
献
血
の
予
約
、
生
化
学

検
査
結
果
の
確
認
な
ど
が
で
き
る
便
利

な
ア
プ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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関東甲信越の広いエリアで献血された血液が運ばれる埼玉製造所。
その全ての血液を検査し、安全性を
確かめる仕事を取材しました。

【住所】埼玉県東松山市新郷493-1
【職員数】195人（うち検査部門73人）
【取り扱い検体数】1日：約2,500 〜 3,000 ／月平均：約70,000 ／年間：約850,000
【献血地域（どの地域で献血された血液を扱っているか）】
東京都西部、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、山梨県、長野県

教えて
くださった人

検査部門の主な仕事 下記のほか、製造した輸血用血液製剤の品質を検査・
保証する「品質管理検査」の業務も行っている

ABO・Rh型を確認するのはもちろん、その他
の詳細な血液型も検査。珍しい血液型も、要
請に応じてスムーズに届ける役割を担う。

肝炎や梅毒などの病原体に感染していない
か、安全性を確認。肝機能やコレステロール
値を検査し、献血者に知らせる。

赤血球・白血球・血小板の数、ヘモグロビン
濃度などの検査と、血小板製剤にする際の単
位数（血小板の数）を確認する検査を行う。

血球計数検査 感染症検査・生化学検査 血液型検査

HLA型＝白血球の型を検査。特定のHLA型
しか適合しない患者さんがいる場合、適合検
査を行って輸血できる血小板製剤を探す。

ごくわずかなウイルスも見逃さないよう、ウイル
ス遺伝子を約１億倍に増やし検査。対象はB
型肝炎、C型肝炎、E型肝炎、HIVの4種。

全ての血液の情報をコンピュータに登録し、
11年間冷凍保管。万が一、輸血後に副作
用や感染症が生じた際は、保管検体を調査。

保管検体 核酸増幅検査（NAT） HLA 関連検査

「検査を通じて患者を救いたい」「血液の研究を進めたい」という
思いから、1991 年に入社。都内の各血液センター、本社の血液
事業本部などを経て、2021 年から埼玉製造所勤務。

藤坂 盛次 さん  　
関東甲信越ブロック血液センター

埼玉製造所 品質部 検査一課長

365日動き続ける
血液事業の

心臓部へようこそ！
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特集 　   安心を支える力。

検
査
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

輸
血
を
必
要
と
す
る
場
面
は
年
中
無

休
で
す
し
、
血
液
製
剤
に
は
有
効
期
限

が
あ
り
ま
す
。
前
日
の
午
後
に
献
血
さ

れ
た
血
液
は
翌
日
の
午
前
中
に
検
査
、

当
日
の
午
前
中
に
献
血
さ
れ
た
血
液
は

当
日
の
午
後
に
検
査
…
と
、
3
6
5
日

休
む
こ
と
な
く
、
埼
玉
製
造
所
に
届
く

全
て
の
血
液
を
速
や
か
に
検
査
し
、
血

液
製
剤
と
し
て
出
荷
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
は
感
じ
ま
す
か
？

白
血
病
や
骨
髄
腫
な
ど
血
液
の
病
気

の
患
者
さ
ん
は
、
何
度
も
血
小
板
輸
血

を
繰
り
返
す
と
抗
体
を
つ
く
り
、
輸
血

で
き
る
血
液
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
病
院
か
ら

患
者
さ
ん
の
血
液
を
い
た
だ
き
、
適
合

す
る
血
液
を
探
し
出
し
ま
す
。「
無
事

に
輸
血
で
き
て
患
者
さ
ん
の
容
体
が
良

く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
報
告
を
病
院

側
か
ら
い
た
だ
く
と
、
心
の
底
か
ら
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。

検
査
を
す
る
こ
と
で
、
安
全
で
適
切

な
血
液
を
届
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
と
、

大
き
な
使
命
感
を
覚
え
ま
す
。

献
血
者
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

20
年
ほ
ど
前
、
白
血
球
数
が
異
常
に

高
い
検
体
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
お
か

し
い
」
と
思
い
そ
の
献
血
者
に
連
絡
を

取
っ
て
病
院
受
診
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、

白
血
病
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で

す
。
高
校
生
の
男
の
子
で
、
自
覚
症
状

は
皆
無
で
し
た
。
後
日
、「
早
く
発
見

し
て
く
れ
て
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
と
き
に

は
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

検
査
の
仕
事
は
献
血
者
の
健
康
、
い

の
ち
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
献
血
者
の
善
意
が
詰
ま
っ
て
い

る
血
液
を
最
大
限
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
、
鋭
い
視
点
を
持
ち
続
け
た
い
で
す
。

血
液
に
つ
い
て
、
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

日
本
赤
十
字
社
の
血
液
セ
ン
タ
ー
に

は
、
多
く
の
血
液
が
集
ま
り
ま
す
。
検

査
部
門
の
職
員
は
学
術
的
な
視
点
を

持
っ
て
血
液
を
見
つ
め
、
稀
な
血
液
型
、

未
知
の
抗
原
、
新
た
な
検
査
手
法
な
ど

を
発
見
し
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
入
社
2
年
目
の
と
き
に
、

「
肝
機
能
を
示
す
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
が
高
い
人

は
脂
肪
肝
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
」
と
学
会
発
表
し
て
、
翌
日
に
全
国

紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は

日
本
人
の
食
生
活
の
欧
米
化
（
脂
肪
の

取
り
す
ぎ
）
に
伴
い
、
脂
肪
肝
と
な
っ

て
肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
て
お
ら
ず
、
新
発
見
と
し
て
注

目
さ
れ
た
の
で
す
。

注
目
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

こ
と
し
か
ら
、
全
て
の
血
小
板
製
剤

の
中
に
細
菌
が
い
な
い
か
を
検
査
す
る

「
細
菌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
が
始
ま
り
、

輸
血
の
安
全
性
は
さ
ら
に
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
増
え
て
い
る
外
国
人
の

患
者
さ
ん
は
、
日
本
で
供
給
し
て
い
る

血
液
成
分
へ
の
抗
体
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
適
合
す
る
血
液
が
見
つ
か

り
に
く
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
難
し
い

検
査
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

輸
血
を
受
け
る
方
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

血
液
に
は
、か
け
が
え
の
な
い
力
が

あ
り
ま
す
。
献
血
者
の
方
を
は
じ
め
、検

査
や
製
造
を
行
う
職
員
、輸
送
す
る
職

員
、病
院
の
医
療
従
事
者
な
ど
、た
く
さ

ん
の
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
血
液
が
患

者
さ
ん
の
元
に
届
き
、元
気
に
回
復
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

献
血
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
は
人
の
い
の
ち
を
救
う
尊
い
行

動
で
、
献
血
者
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
若
者
の
献
血
離
れ
が

進
み
、
何
度
も
献
血
し
て
く
だ
さ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部

分
が
大
き
い
の
で
す
が
、
自
身
の
健
康

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
か
ら

検査フロアの様子。埼玉製造所では
見学者を積極的に受け入れており、ガ
ラス越しに見学することができる。

献血 Web 会員サービス
ラブラッド

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
は
、
献
血
の
予
約
、
生
化
学

検
査
結
果
の
確
認
な
ど
が
で
き
る
便
利

な
ア
プ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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関東甲信越の広いエリアで献血された血液が運ばれる埼玉製造所。
その全ての血液を検査し、安全性を
確かめる仕事を取材しました。

【住所】埼玉県東松山市新郷493-1
【職員数】195人（うち検査部門73人）
【取り扱い検体数】1日：約2,500 〜 3,000 ／月平均：約70,000 ／年間：約850,000
【献血地域（どの地域で献血された血液を扱っているか）】
東京都西部、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、山梨県、長野県

教えて
くださった人

検査部門の主な仕事 下記のほか、製造した輸血用血液製剤の品質を検査・
保証する「品質管理検査」の業務も行っている

ABO・Rh型を確認するのはもちろん、その他
の詳細な血液型も検査。珍しい血液型も、要
請に応じてスムーズに届ける役割を担う。

肝炎や梅毒などの病原体に感染していない
か、安全性を確認。肝機能やコレステロール
値を検査し、献血者に知らせる。

赤血球・白血球・血小板の数、ヘモグロビン
濃度などの検査と、血小板製剤にする際の単
位数（血小板の数）を確認する検査を行う。

血球計数検査 感染症検査・生化学検査 血液型検査

HLA型＝白血球の型を検査。特定のHLA型
しか適合しない患者さんがいる場合、適合検
査を行って輸血できる血小板製剤を探す。

ごくわずかなウイルスも見逃さないよう、ウイル
ス遺伝子を約１億倍に増やし検査。対象はB
型肝炎、C型肝炎、E型肝炎、HIVの4種。

全ての血液の情報をコンピュータに登録し、
11年間冷凍保管。万が一、輸血後に副作
用や感染症が生じた際は、保管検体を調査。

保管検体 核酸増幅検査（NAT） HLA 関連検査

「検査を通じて患者を救いたい」「血液の研究を進めたい」という
思いから、1991 年に入社。都内の各血液センター、本社の血液
事業本部などを経て、2021 年から埼玉製造所勤務。

藤坂 盛次 さん  　
関東甲信越ブロック血液センター

埼玉製造所 品質部 検査一課長

365日動き続ける
血液事業の

心臓部へようこそ！
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高
齢
者
の
窒
息
は
ど
う
し
て
起
こ
り

や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

食
物
を
飲
み
込
む
（
摂
食
嚥え

ん

下げ

）
機
能

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
人
は
食
事
を
取

る
際
、
食
物
を
口
に
運
び
、
歯
で
噛
ん

で
砕
き
、
唾
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

口
か
ら
の
ど
、
食
道
へ
送
り
込
む
た
め

に
、
舌
を
上
あ
ご
に
つ
け
、
鼻
と
の
交

通
を
閉
鎖
し
、
喉
頭
を
前
上
方
に
持
ち

上
げ
て
、
気
管
に
食
物
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
も
し
間
違
え
て
気
管
に

食
物
な
ど
が
入
っ
た
ら
、
激
し
く
む
せ
、

せ
き
込
み
、
間
違
え
て
入
っ
た
食
物
を

気
管
外
に
排
出
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

摂
食
嚥
下
機
能
の
衰
え
に
注
意

年
を
重
ね
る
と
、
徐
々
に
色
々
な
機

能
や
筋
力
が
低
下
し
ま
す
が
、
摂
食
嚥

下
機
能
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
噛
ん
だ
り
飲
み
込
ん
だ
り
せ
き

込
ん
だ
り
す
る
筋
力
の
低
下
、
さ
ま
ざ

ま
な
反
射
の
低
下
、
歯
の
喪
失
な
ど
に

よ
る
噛
む
機
能
の
低
下
、
唾
液
の
分
泌

量
の
低
下
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ま
で
飲
み
込
め
て
い
た
も

の
が
飲
み
込
み
に
く
い
、
ま
た
は
飲
み

込
め
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
食
物
が
の

ど
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

で
は
、
お
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
な

い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
あ

ら
か
じ
め
お
餅
を
小
さ
く
切
っ
て
、
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
ま
し
ょ
う
。
次

に
、
お
餅
を
食
べ
る
前
に
、
お
茶
な
ど

で
の
ど
を
潤
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
少

量
ず
つ
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
可
能
な
ら
ば
、

高
齢
者
が
お
餅
を
食
べ
る
と
き
に
は
一

緒
に
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

気
道
異
物
除
去
の
手
順

万
が
一
お
餅
な
ど
を
の
ど
に
詰
ま
ら

せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
呼
び
掛
け
て

み
て
、
声
が
出
せ
な
い
場
合
は
詰
ま
っ

た
お
餅
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
咳
が
で
き
れ
ば
咳
を
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
咳
が
で
き
な
い
と
き
は
、
大
声
で

助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
手
配
を
依
頼
し
、
お
餅
を
指
で
か

き
出
し
ま
し
ょ
う
。
か
き
出
せ
な
け
れ

ば
、「
背
部
叩
打
法
」
を
試
し
、
そ
れ

で
も
除
去
さ
れ
な
い
場
合
は
、「
腹
部

突
き
上
げ
法
」
を
行
い
ま
す
（
下
図
参

照
）。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

お
正
月
は
お
餅
に
注
意
!!

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

1月はお餅を食べる機会が多くなりますが、高齢者のお餅による窒息死亡事故の
半数が1月に集中しています。お餅をのどに詰まらせないための工夫、詰まらせ
た時の対処法をお伝えします。

い
ざ
と
い
う
時
の
対
処
法
を
知
る

歯科口腔外科部長

島本 裕彰
Hiroaki Shimamoto

相手の後ろに立ち、両脇の下か
ら両手を回し、一方の手で握り
こぶしをつくってみぞおちに
当て、素早く手前上方に向かっ
て圧迫する。

※乳児や妊婦、高度な肥満者には、
腹部突き上げ法を行わない

※内臓損傷の可能性があるため、
異物が除去できても速やかに医
師の診療を受ける

腹部突き上げ法

イラスト：M. Numao

相手の後ろから、両
肩甲骨の中間あたり
を手のひらの付け根
で強く数回たたく。

背部叩打法

p20-22-byosanin.indd   20 2024/12/11   15:02

Hospital
Referral

NISSEKI TOKYO21

現
在
、
常
勤
1
人
・
非
常
勤
1
人
の

乳
腺
専
門
医
が
、
乳
が
ん
を
中
心
と
し

た
乳
腺
疾
患
全
般
の
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。乳
が
ん
の
治
療
法
に
は
、「
手
術

療
法
」「
放
射
線
治
療
」
な
ど
の
局
所
治

療
と
「
化
学
療
法
」「
内
分
泌
療
法
」「
分

子
標
的
薬
治
療
」「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
治
療
」
な
ど
の
全
身
治
療

（
薬
物
療
法
）
が
あ
り
、
複
数
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
て
治
療
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。当
院
で
は
、
病
期
（
進
行
度
）

や
＊
サ
ブ
タ
イ
プ
な
ど
の
医
学
的
診
断

を
基
に
、年
齢
や
価
値
観
、生
活
リ
ズ
ム

な
ど
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
し
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
最
適
な
治

療
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
術
式
で
希
望
に
応
え
る

 「
手
術
療
法
」に
関
し
て
は
、
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
が
最
優
先
で
す
が
、

手
術
の
傷
が
目
立
ち
に
く
い
皮
膚
切
開

（
乳
輪
切
開
・
乳
房
下
縁
切
開
）
や
乳
輪

乳
頭
の
温
存
、乳
房
再
建
術
な
ど
、日
常

生
活
や
美
容
面
に
お
い
て
も
個
々
の
希

望
に
可
能
な
限
り
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

術
式
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 「
乳
房
再
建
」の
方
法
と
し
て
は
、
腹

部
や
背
部
な
ど
自
分
自
身
の
組
織
を
用

い
て
行
う
自
家
組
織
再
建
と
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト（
医
療
用
人
工
乳
房
）を
用
い
て

行
う
再
建
が
あ
り
、
当
院
は
２
０
２
４

年
８
月
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
用
い
た
乳

房
再
建
を
施
行
で
き
る
施
設
認
定
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来

の
自
家
組
織
再
建
に
加
え
て
、
乳
が
ん

手
術
と
同
時
に
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
（
組

織
拡
張
器
）
を
挿
入
し
後
日
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
に
入
れ
替
え
る
と
い
う
一
度
の
手

術
で
切
除
と
再
建
を
行
う
手
術
も
可
能

で
す
。

日
常
生
活
に
目
を
向
け
て

40
代
か
ら
60
代
と
い
う
家
族
や
社
会

の
中
心
的
役
割
を
担
う
現
役
世
代
の
罹

患
が
多
く
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど

多
様
な
生
活
の
中
で
行
う
乳
が
ん
の
診

療
に
お
い
て
は
、「
い
の
ち
を
救
う
」

だ
け
で
は
な
く
「
日
常
生
活
を
守
る
」

こ
と
も
、
非
常
に
重
要
な
治
療
目
標
で

す
。
当
院
で
は
、専
門
の
医
師・看
護
師・

薬
剤
師
な
ど
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
協
働

し
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
そ
う
診
療
方

針
を
ご
提
案
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜・日曜・祝日・年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

当院の乳腺外科では、患者さんに安心して診療を受けていただけるよう、ガイドラインに沿った「標準
化治療」と一人ひとりに寄りそう「個別化治療」の両立を心掛け尽力しています。

一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
寄
り
添
い
日
常
生
活
を
守
る

乳
が
ん
の
治
療
法

乳腺外科部長

岩本 美樹
Miki Iwamoto

JRC OMORI HOSPITAL

＊サブタイプ：乳がん細胞の性質によって乳がんを分類したもの。サブタイプによって、増殖力や再発リスク、適した治療法が異なる

乳がん手術と同時に
エキスパンダーを挿入

胸の筋肉や皮膚が十分に
伸びたらインプラントに入れ替え

皮膚を閉じて完了

エキスパンダー
（アッヴィ合同会社

アラガン・
エステティックス）

インプラント（内部のシリコンゲルの種類）

柔らかめ 硬め
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高
齢
者
の
窒
息
は
ど
う
し
て
起
こ
り

や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

食
物
を
飲
み
込
む
（
摂
食
嚥え

ん

下げ

）
機
能

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
人
は
食
事
を
取

る
際
、
食
物
を
口
に
運
び
、
歯
で
噛
ん

で
砕
き
、
唾
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

口
か
ら
の
ど
、
食
道
へ
送
り
込
む
た
め

に
、
舌
を
上
あ
ご
に
つ
け
、
鼻
と
の
交

通
を
閉
鎖
し
、
喉
頭
を
前
上
方
に
持
ち

上
げ
て
、
気
管
に
食
物
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
も
し
間
違
え
て
気
管
に

食
物
な
ど
が
入
っ
た
ら
、
激
し
く
む
せ
、

せ
き
込
み
、
間
違
え
て
入
っ
た
食
物
を

気
管
外
に
排
出
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

摂
食
嚥
下
機
能
の
衰
え
に
注
意

年
を
重
ね
る
と
、
徐
々
に
色
々
な
機

能
や
筋
力
が
低
下
し
ま
す
が
、
摂
食
嚥

下
機
能
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
噛
ん
だ
り
飲
み
込
ん
だ
り
せ
き

込
ん
だ
り
す
る
筋
力
の
低
下
、
さ
ま
ざ

ま
な
反
射
の
低
下
、
歯
の
喪
失
な
ど
に

よ
る
噛
む
機
能
の
低
下
、
唾
液
の
分
泌

量
の
低
下
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ま
で
飲
み
込
め
て
い
た
も

の
が
飲
み
込
み
に
く
い
、
ま
た
は
飲
み

込
め
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
食
物
が
の

ど
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

で
は
、
お
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
な

い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
あ

ら
か
じ
め
お
餅
を
小
さ
く
切
っ
て
、
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
ま
し
ょ
う
。
次

に
、
お
餅
を
食
べ
る
前
に
、
お
茶
な
ど

で
の
ど
を
潤
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
少

量
ず
つ
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
可
能
な
ら
ば
、

高
齢
者
が
お
餅
を
食
べ
る
と
き
に
は
一

緒
に
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

気
道
異
物
除
去
の
手
順

万
が
一
お
餅
な
ど
を
の
ど
に
詰
ま
ら

せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
呼
び
掛
け
て

み
て
、
声
が
出
せ
な
い
場
合
は
詰
ま
っ

た
お
餅
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
咳
が
で
き
れ
ば
咳
を
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
咳
が
で
き
な
い
と
き
は
、
大
声
で

助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
手
配
を
依
頼
し
、
お
餅
を
指
で
か

き
出
し
ま
し
ょ
う
。
か
き
出
せ
な
け
れ

ば
、「
背
部
叩
打
法
」
を
試
し
、
そ
れ

で
も
除
去
さ
れ
な
い
場
合
は
、「
腹
部

突
き
上
げ
法
」
を
行
い
ま
す
（
下
図
参

照
）。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

お
正
月
は
お
餅
に
注
意
!!

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

1月はお餅を食べる機会が多くなりますが、高齢者のお餅による窒息死亡事故の
半数が1月に集中しています。お餅をのどに詰まらせないための工夫、詰まらせ
た時の対処法をお伝えします。

い
ざ
と
い
う
時
の
対
処
法
を
知
る

歯科口腔外科部長

島本 裕彰
Hiroaki Shimamoto

相手の後ろに立ち、両脇の下か
ら両手を回し、一方の手で握り
こぶしをつくってみぞおちに
当て、素早く手前上方に向かっ
て圧迫する。

※乳児や妊婦、高度な肥満者には、
腹部突き上げ法を行わない

※内臓損傷の可能性があるため、
異物が除去できても速やかに医
師の診療を受ける

腹部突き上げ法

イラスト：M. Numao

相手の後ろから、両
肩甲骨の中間あたり
を手のひらの付け根
で強く数回たたく。

背部叩打法
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現
在
、
常
勤
1
人
・
非
常
勤
1
人
の

乳
腺
専
門
医
が
、
乳
が
ん
を
中
心
と
し

た
乳
腺
疾
患
全
般
の
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。乳
が
ん
の
治
療
法
に
は
、「
手
術

療
法
」「
放
射
線
治
療
」
な
ど
の
局
所
治

療
と
「
化
学
療
法
」「
内
分
泌
療
法
」「
分

子
標
的
薬
治
療
」「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
治
療
」
な
ど
の
全
身
治
療

（
薬
物
療
法
）
が
あ
り
、
複
数
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
て
治
療
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。当
院
で
は
、
病
期
（
進
行
度
）

や
＊
サ
ブ
タ
イ
プ
な
ど
の
医
学
的
診
断

を
基
に
、年
齢
や
価
値
観
、生
活
リ
ズ
ム

な
ど
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
し
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
最
適
な
治

療
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
術
式
で
希
望
に
応
え
る

 「
手
術
療
法
」に
関
し
て
は
、
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
が
最
優
先
で
す
が
、

手
術
の
傷
が
目
立
ち
に
く
い
皮
膚
切
開

（
乳
輪
切
開
・
乳
房
下
縁
切
開
）
や
乳
輪

乳
頭
の
温
存
、乳
房
再
建
術
な
ど
、日
常

生
活
や
美
容
面
に
お
い
て
も
個
々
の
希

望
に
可
能
な
限
り
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

術
式
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 「
乳
房
再
建
」の
方
法
と
し
て
は
、
腹

部
や
背
部
な
ど
自
分
自
身
の
組
織
を
用

い
て
行
う
自
家
組
織
再
建
と
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト（
医
療
用
人
工
乳
房
）を
用
い
て

行
う
再
建
が
あ
り
、
当
院
は
２
０
２
４

年
８
月
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
用
い
た
乳

房
再
建
を
施
行
で
き
る
施
設
認
定
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来

の
自
家
組
織
再
建
に
加
え
て
、
乳
が
ん

手
術
と
同
時
に
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
（
組

織
拡
張
器
）
を
挿
入
し
後
日
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
に
入
れ
替
え
る
と
い
う
一
度
の
手

術
で
切
除
と
再
建
を
行
う
手
術
も
可
能

で
す
。

日
常
生
活
に
目
を
向
け
て

40
代
か
ら
60
代
と
い
う
家
族
や
社
会

の
中
心
的
役
割
を
担
う
現
役
世
代
の
罹

患
が
多
く
、
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど

多
様
な
生
活
の
中
で
行
う
乳
が
ん
の
診

療
に
お
い
て
は
、「
い
の
ち
を
救
う
」

だ
け
で
は
な
く
「
日
常
生
活
を
守
る
」

こ
と
も
、
非
常
に
重
要
な
治
療
目
標
で

す
。
当
院
で
は
、専
門
の
医
師・看
護
師・

薬
剤
師
な
ど
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
協
働

し
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
診
療
方

針
を
ご
提
案
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜・日曜・祝日・年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

当院の乳腺外科では、患者さんに安心して診療を受けていただけるよう、ガイドラインに沿った「標準
化治療」と一人ひとりに寄り添う「個別化治療」の両立を心掛け尽力しています。

一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
寄
り
添
い
日
常
生
活
を
守
る

乳
が
ん
の
治
療
法

乳腺外科部長

岩本 美樹
Miki Iwamoto

JRC OMORI HOSPITAL

＊サブタイプ：乳がん細胞の性質によって乳がんを分類したもの。サブタイプによって、増殖力や再発リスク、適した治療法が異なる

乳がん手術と同時に
エキスパンダーを挿入

胸の筋肉や皮膚が十分に
伸びたらインプラントに入れ替え

皮膚を閉じて完了

エキスパンダー
（アッヴィ合同会社

アラガン・
エステティックス）

インプラント（内部のシリコンゲルの種類）

柔らかめ 硬め
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当
院
の
理
念
は
「
赤
十
字
精
神
に
基

づ
き
、女
性
と
子
ど
も
と
そ
し
て
そ
の
周

囲
の
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
病
院
」
で

す
。
日
本
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
は

な
く
外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
た
め
、文
化
的
な
背
景
や
習
慣

を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。宗
教
に
基
づ
く
食
事
の
ル
ー

ル
に
も
配
慮
し
、入
院
前
に
栄
養
士
が
丁

寧
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
に
と
っ
て

言
葉
の
壁
が
大
き
な
問
題
に

外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
が
日
本
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
、言
語
の
壁
が
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語

に
不
安
を
抱
く
妊
婦
さ
ん
は
、
医
療
機

関
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

く
、
分
娩
に
関
す
る
重
要
な
情
報
や
サ

ポ
ー
ト
を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、医
療
従

事
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
も
言

語
の
壁
が
障
害
と
な
り
、
適
切
な
診
断

や
治
療
を
受
け
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、出
産
に
際
し
て

必
要
な
指
示
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
妊
娠
や
出
産
に
対
す
る
不
安
が

増
大
し
、
結
果
と
し
て
母
子
の
健
康
や

安
全
を
損
な
う
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え

出
産
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

当
院
で
は
、
外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
が

言
語
の
壁
を
で
き
る
限
り
感
じ
る
こ
と

な
く
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、携
帯
用
通
訳
機
械
の
導
入
、や
さ
し

い
日
本
語
の
使
用
、
英
語
の
＊
Ｉ
Ｃ
用

紙
を
用
意
す
る
な
ど
と
い
っ
た
対
応
を

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
言
語
の
違
い
を

乗
り
越
え
全
て
の
妊
婦
さ
ん
が
快
適
に

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

当
院
で
は
、
全
て
の
妊
婦
さ
ん
に
心

温
ま
る
支
援
を
提
供
し
、
出
産
と
い
う

大
切
な
瞬
間
を
共
に
喜
び
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
異
な
る
文
化
や
背
景
を
持

つ
妊
婦
さ
ん
た
ち
が
、
こ
こ
で
安
心
し

て
新
た
な
家
族
と
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
支
援
体
制

を
整
え
続
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
来
院

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に

多
文
化
共
生
を
支
え
る
分
娩
支
援

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER

近年、当院における日本国籍の妊婦さんの分娩数が減少している一方で、外国籍の
妊婦さんの分娩数は横ばい、または微増傾向にあります。当院では、多文化共生の
理念を重視し、外国籍の妊婦さんも安心して出産を迎えられる環境を整えています。

全ての妊婦さんが安心して出産を迎えられる環境を整えています診察の様子

産科医師

横山 展子
Nobuko Yokoyama

＊ IC用紙：医療行為の内容を理解いただく「インフォームド・コンセント（IC）」のための説明用紙
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当
院
の
理
念
は
「
赤
十
字
精
神
に
基

づ
き
、女
性
と
子
ど
も
と
そ
し
て
そ
の
周

囲
の
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
病
院
」
で

す
。
日
本
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
は

な
く
外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
た
め
、文
化
的
な
背
景
や
習
慣

を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。宗
教
に
基
づ
く
食
事
の
ル
ー

ル
に
も
配
慮
し
、入
院
前
に
栄
養
士
が
丁

寧
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
に
と
っ
て

言
葉
の
壁
が
大
き
な
問
題
に

外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
が
日
本
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
、言
語
の
壁
が
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語

に
不
安
を
抱
く
妊
婦
さ
ん
は
、
医
療
機

関
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

く
、
分
娩
に
関
す
る
重
要
な
情
報
や
サ

ポ
ー
ト
を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、医
療
従

事
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
も
言

語
の
壁
が
障
害
と
な
り
、
適
切
な
診
断

や
治
療
を
受
け
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、出
産
に
際
し
て

必
要
な
指
示
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
妊
娠
や
出
産
に
対
す
る
不
安
が

増
大
し
、
結
果
と
し
て
母
子
の
健
康
や

安
全
を
損
な
う
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え

出
産
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

当
院
で
は
、
外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
が

言
語
の
壁
を
で
き
る
限
り
感
じ
る
こ
と

な
く
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、携
帯
用
通
訳
機
械
の
導
入
、や
さ
し

い
日
本
語
の
使
用
、
英
語
の
＊
Ｉ
Ｃ
用

紙
を
用
意
す
る
な
ど
と
い
っ
た
対
応
を

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
言
語
の
違
い
を

乗
り
越
え
全
て
の
妊
婦
さ
ん
が
快
適
に

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

当
院
で
は
、
全
て
の
妊
婦
さ
ん
に
心

温
ま
る
支
援
を
提
供
し
、
出
産
と
い
う

大
切
な
瞬
間
を
共
に
喜
び
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
異
な
る
文
化
や
背
景
を
持

つ
妊
婦
さ
ん
た
ち
が
、
こ
こ
で
安
心
し

て
新
た
な
家
族
と
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
支
援
体
制

を
整
え
続
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
来
院

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

外
国
籍
の
妊
婦
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に

多
文
化
共
生
を
支
え
る
分
娩
支
援

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER

近年、当院における日本国籍の妊婦さんの分娩数が減少している一方で、外国籍の
妊婦さんの分娩数は横ばい、または微増傾向にあります。当院では、多文化共生の
理念を重視し、外国籍の妊婦さんも安心して出産を迎えられる環境を整えています。

全ての妊婦さんが安心して出産を迎えられる環境を整えています診察の様子

産科医師

横山 展子
Nobuko Yokoyama

＊ IC用紙：医療行為の内容を理解いただく「インフォームド・コンセント（IC）」のための説明用紙
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す
」（
平
野
職
員
）。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

事
業
の
成
果
の
一

例
が
、ア
ナ
さ
ん
の

回
復
で
す
。「
ア
ナ

さ
ん
は
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
当
初
は
ほ
ぼ

寝
た
き
り
で
、
発

話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不

自
由
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、座
れ
る
よ
う
に
な
り
、単
語

を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
、笑
顔
も
多
く
な
り
ま
し
た
。言
語
が

違
っ
て
も
、
単
語
レ
ベ
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
気
持
ち
は
伝
わ
る
。
こ
れ
は
全

世
界
共
通
だ
と
学
び
ま
し
た
」（
平
野
職
員
）。

日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
手
に
入
る
歩

行
補
助
具
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
在
庫
が
な
く

な
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。「
資
源
に
限
り

が
あ
る
中
で
患
者
さ
ん
の
た
め
に
必
死
に
知
識

や
技
術
を
学
ぼ
う
と
す
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
姿

に
、
改
め
て
日
々
業
務
に
向
き
合
う
姿
勢
や
仲

間
と
分
か
ち
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
」
と
言
う
平
野
職
員
。「
私
一
人
の

力
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
多
く
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大
き
な
影
響
力
と
な

る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
が
行

え
る
支
援
に
、
継
続
し
て
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

国際NEWS

２
０
２
２
年
２
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
激
化

し
た
武
力
紛
争
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、

戦
闘
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
よ
る
負
傷
者
の
多
く

が
日
常
生
活
の
動
作
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
身

体
的
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
長
期
化

す
る
紛
争
に
よ
る
精
神
的
影
響
も
大
き
く
、
ス

ト
レ
ス
が
健
康
状
態
に
影
響
し
、
脳
梗
塞
や
心

疾
患
に
罹
患
す
る
人
も
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
リ

ハ
ビ
リ
が
必
要
な
人
が
増
え
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
地
域
医
療
体
制
や
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ

提
供
体
制
が
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
人
材
も
不

足
し
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
赤
十
字
社
（
以
下
、
同
社
）
は
、

リ
ハ
ビ
リ
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
項
目
の

一
つ
と
し
、
す
で
に
実
施
中
の
巡
回
診
療
、
在

宅
ケ
ア
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
事
業
に
加
え
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
は
、
同

社
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
22
年
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
病
院
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
理
学
療
法
士
の

派
遣
に
よ
る
技
術
支
援
を
実
施
。
さ
ら
に
23
年

末
に
同
社
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
地
域
で
の
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
事
業
を
試
験
的
に
立
ち
上
げ
た
こ
と

に
伴
い
、
24
年
５
月
か
ら
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業

へ
の
人
的
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

日
赤
の
理
学
療
法
士
の

高
い
技
術
力
を
生
か
す

８
月
30
日
〜
11
月
18
日
に
は
技
術
支
援
の
た

め
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
の
理
学
療
法
士
・
平
野
亨
子
職
員
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
赴
き
ま
し
た
。「
現
地
の
理
学
療
法
士

や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
歩

行
補
助
具
な
ど
の
使
用
法
、
患
者
の
日
常
生
活

動
作
を
介
助
す
る
方
法
や
関
節
可
動
域
を
適
切

に
評
価
す
る
方
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
指
導
は
、
十
分
な
補
助
具
や
器
具
が
な

く
リ
ハ
ビ
リ
体
制
が
未
整
備
な
地
域
に
お
け
る

患
者
さ
ん
へ
の
継
続
的
な
ケ
ア
に
つ
な
が
り
ま

ウクライナでのリハビリテーション支援
〜ウクライナ赤十字社への支援と理学療法士の派遣〜

訪問リハビリチームのメンバーと。右から3人目が
平野職員

歩行補助具などの使用法の指導の様子（上）と、アナ
さん、現地理学療法士のターニャさんと笑顔で話す平
野職員（下）。
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児童養護施設を身近に
感じていただくために

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

園児と一緒に災害に備える！
炊き出し訓練

赤十字子供の家とは…	児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です。

武蔵野赤十字保育園では、毎年５歳児クラスの子ども
たちと一緒に園庭で火をおこしてご飯を炊く「炊き

出し訓練」を行っており、2024 年は 11 月に実施しました。
子どもたちはまず、防災について園の職員からお話を聞き
ます。毎月実施している避難訓練を振り返りながら、避難を
するときの約束や備蓄の重要性を確認すると、「お家の近く
の避難場所知ってるよ！」「家にも防災頭巾ある！」と子ど
もたちから声が上がり、積極的に参加してくれました。

ポリ袋でご飯を炊こう！

炊き出し訓練では、武蔵野赤十字奉仕団の皆さんのご協
力のもとで、耐熱性、引張強度に優れたポリエチレン袋を使
用したご飯の炊き方を学びました。お米をコップから袋に
移し水を入れる作業をしているときの、子どもたちの真剣
な眼差しが印象的でした。園庭で職員が火をおこすと子ど
もたちは興味津々。準備したお米を鍋に入れると「おいしく
なーれ！」と大合唱が始まりました。

最後はみんなで炊いた出来たてのご飯を、給食と一緒に
食べました。炊き出し訓練を通して、楽しく真剣に防災につ
いて学ぶことができました。

いただきます！

大きな鍋で
ご飯を炊くよ

当園は、武蔵野赤十字病院の敷地内にあり、本体施設と
は別に地域の一軒家で５、６人の子どもたちが生活を

するグループホームの運営もしています。どちらの場所で
も、生活の中で子どもたちの声が響いてしまうことが多々あ
りますが、地域の方々にはご理解・ご協力いただき感謝して
います。

地域の方々と交流を育む

「児童養護施設」と聞いて、暗く閉鎖的で孤立しているよ
うなイメージを抱く方もいるかもしれません。当園では「生
きる力を育み、自立へと共に歩む」という理念の下、子ども
たちの成長を見守っています。そこで、実際にどのような施
設なのかを少しでも知ってもらい、身近に感じていただけた
らと思い、さまざまな工夫をしています。

子どもたちが通っている幼稚園や学校を通して、クラス
の保護者会で施設の説明をしたり、先生には家庭訪問の際に
施設内を見学していただいています。また、近隣の方々に子
どもたちが生活している様子を知ってもらう機会をつくる
ため、地域の行事に参加・協力し、顔の見える関係づくりを
心掛けています。その一環として毎年あきまつりを実施し、
地域のボランティアの方からの協力を得たり、お友達や地域
の方々を招待したりして交流を育んでいます。

おいしくなーれ！

焼きそばなどの食品屋台、
当園を紹介する動画のブース
などを用意しました

近隣の方、在園児のお友達、
学校の先生など約300人が

集まりました

毎年恒例
あきまつり
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す
」（
平
野
職
員
）。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

事
業
の
成
果
の
一

例
が
、ア
ナ
さ
ん
の

回
復
で
す
。「
ア
ナ

さ
ん
は
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
当
初
は
ほ
ぼ

寝
た
き
り
で
、
発

話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不

自
由
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、座
れ
る
よ
う
に
な
り
、単
語

を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
、笑
顔
も
多
く
な
り
ま
し
た
。言
語
が

違
っ
て
も
、
単
語
レ
ベ
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
気
持
ち
は
伝
わ
る
。
こ
れ
は
全

世
界
共
通
だ
と
学
び
ま
し
た
」（
平
野
職
員
）。

日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
手
に
入
る
歩

行
補
助
具
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
在
庫
が
な
く

な
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。「
資
源
に
限
り

が
あ
る
中
で
患
者
さ
ん
の
た
め
に
必
死
に
知
識

や
技
術
を
学
ぼ
う
と
す
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
姿

に
、
改
め
て
日
々
業
務
に
向
き
合
う
姿
勢
や
仲

間
と
分
か
ち
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
」
と
言
う
平
野
職
員
。「
私
一
人
の

力
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
多
く
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大
き
な
影
響
力
と
な

る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
が
行

え
る
支
援
に
、
継
続
し
て
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

国際NEWS

２
０
２
２
年
２
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
激
化

し
た
武
力
紛
争
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、

戦
闘
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
よ
る
負
傷
者
の
多
く

が
日
常
生
活
の
動
作
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
身

体
的
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
長
期
化

す
る
紛
争
に
よ
る
精
神
的
影
響
も
大
き
く
、
ス

ト
レ
ス
が
健
康
状
態
に
影
響
し
、
脳
梗
塞
や
心

疾
患
に
罹
患
す
る
人
も
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
リ

ハ
ビ
リ
が
必
要
な
人
が
増
え
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
地
域
医
療
体
制
や
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ

提
供
体
制
が
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
人
材
も
不

足
し
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
赤
十
字
社
（
以
下
、
同
社
）
は
、

リ
ハ
ビ
リ
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
項
目
の

一
つ
と
し
、
す
で
に
実
施
中
の
巡
回
診
療
、
在

宅
ケ
ア
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
事
業
に
加
え
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
は
、
同

社
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
22
年
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
病
院
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
理
学
療
法
士
の

派
遣
に
よ
る
技
術
支
援
を
実
施
。
さ
ら
に
23
年

末
に
同
社
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
地
域
で
の
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
事
業
を
試
験
的
に
立
ち
上
げ
た
こ
と

に
伴
い
、
24
年
５
月
か
ら
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業

へ
の
人
的
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

日
赤
の
理
学
療
法
士
の

高
い
技
術
力
を
生
か
す

８
月
30
日
〜
11
月
18
日
に
は
技
術
支
援
の
た

め
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
の
理
学
療
法
士
・
平
野
亨
子
職
員
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
赴
き
ま
し
た
。「
現
地
の
理
学
療
法
士

や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
歩

行
補
助
具
な
ど
の
使
用
法
、
患
者
の
日
常
生
活

動
作
を
介
助
す
る
方
法
や
関
節
可
動
域
を
適
切

に
評
価
す
る
方
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
指
導
は
、
十
分
な
補
助
具
や
器
具
が
な

く
リ
ハ
ビ
リ
体
制
が
未
整
備
な
地
域
に
お
け
る

患
者
さ
ん
へ
の
継
続
的
な
ケ
ア
に
つ
な
が
り
ま

ウクライナでのリハビリテーション支援
〜ウクライナ赤十字社への支援と理学療法士の派遣〜

訪問リハビリチームのメンバーと。右から3人目が
平野職員

歩行補助具などの使用法の指導の様子（上）と、アナ
さん、現地理学療法士のターニャさんと笑顔で話す平
野職員（下）。
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児童養護施設を身近に
感じていただくために

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

園児と一緒に災害に備える！
炊き出し訓練

赤十字子供の家とは…	児童福祉法（第27条）に基づき、施設での保護養育
が必要として東京都児童相談所から措置された子
どもたちを預かる児童養護施設です。

武蔵野赤十字保育園では、毎年５歳児クラスの子ども
たちと一緒に園庭で火をおこしてご飯を炊く「炊き

出し訓練」を行っており、2024 年は 11 月に実施しました。
子どもたちはまず、防災について園の職員からお話を聞き
ます。毎月実施している避難訓練を振り返りながら、避難を
するときの約束や備蓄の重要性を確認すると、「お家の近く
の避難場所知ってるよ！」「家にも防災頭巾ある！」と子ど
もたちから声が上がり、積極的に参加してくれました。

ポリ袋でご飯を炊こう！

炊き出し訓練では、武蔵野赤十字奉仕団の皆さんのご協
力のもとで、耐熱性、引張強度に優れたポリエチレン袋を使
用したご飯の炊き方を学びました。お米をコップから袋に
移し水を入れる作業をしているときの、子どもたちの真剣
な眼差しが印象的でした。園庭で職員が火をおこすと子ど
もたちは興味津々。準備したお米を鍋に入れると「おいしく
なーれ！」と大合唱が始まりました。

最後はみんなで炊いた出来たてのご飯を、給食と一緒に
食べました。炊き出し訓練を通して、楽しく真剣に防災につ
いて学ぶことができました。

いただきます！

大きな鍋で
ご飯を炊くよ

当園は、武蔵野赤十字病院の敷地内にあり、本体施設と
は別に地域の一軒家で５、６人の子どもたちが生活を

するグループホームの運営もしています。どちらの場所で
も、生活の中で子どもたちの声が響いてしまうことが多々あ
りますが、地域の方々にはご理解・ご協力いただき感謝して
います。

地域の方々と交流を育む

「児童養護施設」と聞いて、暗く閉鎖的で孤立しているよ
うなイメージを抱く方もいるかもしれません。当園では「生
きる力を育み、自立へと共に歩む」という理念の下、子ども
たちの成長を見守っています。そこで、実際にどのような施
設なのかを少しでも知ってもらい、身近に感じていただけた
らと思い、さまざまな工夫をしています。

子どもたちが通っている幼稚園や学校を通して、クラス
の保護者会で施設の説明をしたり、先生には家庭訪問の際に
施設内を見学していただいています。また、近隣の方々に子
どもたちが生活している様子を知ってもらう機会をつくる
ため、地域の行事に参加・協力し、顔の見える関係づくりを
心掛けています。その一環として毎年あきまつりを実施し、
地域のボランティアの方からの協力を得たり、お友達や地域
の方々を招待したりして交流を育んでいます。

おいしくなーれ！

焼きそばなどの食品屋台、
当園を紹介する動画のブース
などを用意しました

近隣の方、在園児のお友達、
学校の先生など約300人が

集まりました

毎年恒例
あきまつり
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赤十字
Supporters

─
─
今
回
の
対
面
が
実
現
し
た
の
は
、
昨

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
の
防
災
訓
練

で
、
お
二
人
が
再
会
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
伺
い
ま
し
た
。
昨
夏
の
救
助
の
際
は
、
お

二
人
に
面
識
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
野
さ
ん
▼
は
い
、
面
識
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
救
助
の
と
き
は
無
我
夢
中

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
11
月
に
再
会
し

た
と
き
も
紹
介
し
て
い
た
だ
く
ま
で
、

ど
な
た
が
山
口
さ
ん
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
心
肺
停
止
だ
っ
た
こ
と
が
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
元
気
に
回
復
さ
れ
た

様
子
を
拝
見
し
て
、
驚
き
と
喜
び
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
▼
改
め
て
、
救
助
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

は
倒
れ
た
日
の
記
憶
が
な
い
の
で
、
11

月
に
小
野
さ
ん
に
ご
挨
拶
し
た
と
き
に

「
こ
の
方
が
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
ん
だ
」

と
実
感
し
ま
し
た
。

─
─
当
日
は
、
お
祭
り
会
場
を
設
営
し
て

い
た
そ
う
で
す
ね
。

小
野
さ
ん
▼
町
会
役
員
と
し
て
、
公
園

で
会
場
を
設
営
し
て
い
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
▼
私
は
町
会
の
防
災
部
の
副

部
長
を
務
め
て
お
り
、
当
日
は
午
前
９

時
頃
か
ら
設
営
作
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
▼
９
時
半
頃
、
会
場
に
停
め

て
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
付
近
の
慌
た
だ
し
い

様
子
に
気
付
い
て
駆
け
寄
っ
た
と
こ
ろ
、

山
口
さ
ん
が
運
転
席
と
助
手
席
に
横
た

わ
る
よ
う
に
寝
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
▼
当
日
体
調
が
悪
か
っ
た
な

ど
の
前
兆
も
ま
っ
た
く
な
く
、倒
れ
た
の

は
本
当
に
突
然
の
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。

─
─
山
口
さ
ん
は
テ
ン
ト
を
設
営
中
に
突

然
座
り
こ
み
、
倒
れ
ま
し
た
。
熱
中
症
を

疑
っ
た
周
囲
の
人
が
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
搬
送

し
、エ
ア
コ
ン
を
か
け
た
そ
う
で
す
。

胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る

心
肺
蘇
生
措
置
を
実
施

小
野
さ
ん
▼
ま
ず
反
応
の
確
認
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
声
を
掛
け
て
も
反
応
は
な

く
、
口
は
開
き
、
眼
球
は
濁
り
、
脈
も
な

い
と
い
う
心
肺
停
止
の
状
況
で
し
た
。

す
ぐ
に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
周
囲
の

人
に
言
い
ま
し
た
。
本
来
は
倒
れ
た
時

点
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、周
囲
は
ま
だ「
呼
ぼ
う
か
ど

う
か
」
と
迷
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に

１
１
９
番
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

─
─
小
野
さ
ん
は
、
講
習
で
胸
骨
圧
迫
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

の
救
助
は
ど
う
で
し
た
か
。

小
野
さ
ん
▼
車
の
座
席
と
い
う
狭
い
空

救急法が
つなぐ命

昨
年
の
夏
、
赤
十
字
救
急
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
小
野
美
穂
子
さ
ん
が
、

地
域
の
お
祭
り
会
場
設
営
の
際
に
人
命
救
助
を
行
い
ま
し
た
。
心
肺
停
止
と

な
っ
た
山
口
靖
さ
ん
に
対
し
、胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
な
ど
を
行
い
、
救
急
隊
に
よ
る
二
次
救
命
処
置
へ
と
引
き

継
い
だ
の
で
す
。
山
口
さ
ん
が
無
事
に
回
復
し
て
元
気
に
な
ら
れ
た
の
を
機

に
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

小野 美穂子さん
（東京都支部ボランティア／
赤十字救急法指導員／
赤十字幼児安全法指導員／
赤十字健康生活支援講習

指導員）

約30年前、水泳のインストラクター
をしていたときに赤十字に出会う。
「生徒さんには高齢の方も多く、
心肺蘇生が必要になった場合に
備えて、救急法を身に付けたいと
思った事がきっかけ」。技術を忘れ
ないために更新講習を受けるなか
で指導員となり、長年にわたり東京
都支部の講習や地域の学校など
で救急法や幼児安全法、健康生
活支援講習について指導を行う。

健康生活支援講習でハンドケアの説明をする小野
さん。はつらつとした指導のもと、受講者同士も自
然と笑顔になります

小野さん（中央）と、迅速にAEDを持って駆け付け
た会社員の安藤さん（左）は、東京消防庁から表彰
されました

救
急
法
指
導
員
に
よ
る

人
命
救
助

＊＊＊
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間
で
し
た
が
、
圧
迫
部
位
に
両
手
を
き

ち
っ
と
入
れ
て
胸
骨
圧
迫
で
き
ま
し

た
。
何
十
年
も
教
え
て
き
た
甲
斐
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
全
て

出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
到
着
後

に
１
回
目
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
加
え
、

そ
の
後
も
胸
骨
圧
迫
を
続
け
な
が
ら
、

再
度
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
と

救
急
隊
が
到
着
し
ま
し
た
。
途
中
で
地

域
の
消
防
団
の
男
性
が
交
代
を
申
し
出

て
く
れ
た
の
で
す
が
、狭
い
車
内
で
の
中

断
時
間
が
心
配
で
、救
急
隊
到
着
ま
で
一

人
で
胸
骨
圧
迫
を
続
け
ま
し
た
。
後
か

ら
聞
く
と
、
搬
送
中
と
合
わ
せ
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
11
回
、心
肺
蘇
生

は
20
分
以
上
に
わ
た
っ
た
そ
う
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る

─
─
山
口
さ
ん
は
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
た

後
、
ど
の
く
ら
い
で
意
識
を
取
り
戻
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
口
さ
ん
▼
１
週
間
後
で
す
。
意
識
が

戻
っ
て
か
ら
10
日
ほ
ど
で
一
般
病
棟
に

移
り
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
む

手
術
を
し
て
、
倒
れ
た
日
か
ら
約
１
カ

月
後
に
退
院
し
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
▼
搬
送
後
も
ず
っ
と
山
口
さ

ん
の
こ
と
が
気
が
か
り
だ
っ
た
の
で
、

人
づ
て
に
退
院
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
口
さ

ん
の
「
命
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
、心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」と
い
う

メ
ー
ル
が
転
送
さ
れ
て
き
た
と
き
に
は

感
激
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
▼
実
は
、
家
族
は
搬
送
時
に

「
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
覚
悟
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
た
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
後
遺
症

も
な
く
社
会
復
帰
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
、
医
師
も
「
初
動
の
胸
骨
圧
迫
が
効

果
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

小
野
さ
ん
▼
心
肺
停
止
か
ら
一
次
救
命

処
置
ま
で
の
時
間
が
経
つ
ほ
ど
に
、
救

命
率
は
低
く
な
り
ま
す
。
医
師
が
30
分

は
心
肺
停
止
し
て
い
た
と
話
し
て
い
た

の
で
、
山
口
さ
ん
の
回
復
は
奇
跡
的
だ

と
思
い
ま
す
。

山
口
さ
ん
▼
倒
れ
た
と
き
に
、
小

野
さ
ん
の
よ
う
な
救
急
法
の
知
識

の
あ
る
赤
十
字
の
方
が
い
て
く
だ

さ
り
、
さ
ら
に
迅
速
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

持
っ
て
き
て
く
だ
っ
た
方
や
消
防

団
の
方
も
い
て
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
助
か
り
ま
し
た
。
周
り
か
ら

も
「
お
前
は
い
い
所
で
倒
れ
た
ん

だ
よ
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
さ
ん

の
存
在
が
ま
さ
に
不
幸
中
の
幸
い

だ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
野
さ
ん
▼
山
口
さ
ん
の
言
葉
を

聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
て
山

口
さ
ん
と
お
話
で
き
た
こ
と
も
良
か
っ

た
。
私
は
講
習
指
導
時
に
受
講
者
に

「
救
助
に
携
わ
る
と
心
的
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
手
当

は
正
し
か
っ
た
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
い
ざ
自
分
が
救

助
者
に
な
っ
て
み
る
と
不
安
や
迷
い
な

ど
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
面
も
あ
っ
た
の

で
、
今
日
お
話
し
で
き
て
元
気
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
講
習
で
は
、
救
助
者

に
寄
り
添
う
視
点
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
救
急
法
を
は

じ
め
と
す
る
赤
十
字
の
講
習
に
関
心
を

持
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
さ
ん
▼
赤
十
字
の
講
習
で
は
、
命

を
救
う
方
法
や
健
康
で
安
全
に
暮
ら
す

た
め
の
知
識
と
技
術
を
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。関
心
を
持
っ
た
ら
、ぜ
ひ
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
時
間
の
制
約
な
ど
で
講
習
を
受

け
ら
れ
な
い
方
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
な

ど
で
通
勤
や
通
学
ル
ー
ト
の
ど
こ
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
あ
る
か
を
把
握
し
た
り
、
日
常

生
活
で
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
た
だ
く

だ
け
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
ち

ま
す
。

赤
十
字
の
救
急
法
講
習
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心肺停止からの回復と社会復帰を喜び、握手する山口さん（左）と小野さん。
「皆さんにつないでいただいた命を大切にしようと、好きだった酒とタバコをや
め、健康第一で生活しています」（山口さん）

②1分間に100 〜120回のテンポで連続して
絶え間なく圧迫します。

胸骨圧迫

①両肘をまっすぐに伸ばして手の付け根
の部分に体重をかけ、真上から垂直に
傷病者の胸が約5センチ沈み込むよう
にしっかり圧迫します

強く・速く・絶え間なく！

詳しい
動画解説
↓
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つなぐ命

昨
年
の
夏
、
赤
十
字
救
急
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
小
野
美
穂
子
さ
ん
が
、

地
域
の
お
祭
り
会
場
設
営
の
際
に
人
命
救
助
を
行
い
ま
し
た
。
心
肺
停
止
と

な
っ
た
山
口
靖
さ
ん
に
対
し
、胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
な
ど
を
行
い
、
救
急
隊
に
よ
る
二
次
救
命
処
置
へ
と
引
き

継
い
だ
の
で
す
。
山
口
さ
ん
が
無
事
に
回
復
し
て
元
気
に
な
ら
れ
た
の
を
機

に
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

小野 美穂子さん
（東京都支部ボランティア／
赤十字救急法指導員／
赤十字幼児安全法指導員／
赤十字健康生活支援講習

指導員）

約30年前、水泳のインストラクター
をしていたときに赤十字に出会う。
「生徒さんには高齢の方も多く、
心肺蘇生が必要になった場合に
備えて、救急法を身につけたいと
思った事がきっかけ」。技術を忘れ
ないために更新講習を受けるなか
で指導員となり、長年にわたり東京
都支部の講習や地域の学校など
で救急法や幼児安全法、健康生
活支援講習について指導を行う。

健康生活支援講習でハンドケアの説明をする小野
さん。はつらつとした指導のもと、受講者同士も自
然と笑顔になります

小野さん（中央）と、迅速にAEDを持って駆け付け
た会社員の安藤さん（左）は、東京消防庁から表彰
されました

救
急
法
指
導
員
に
よ
る

人
命
救
助

＊＊＊
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間
で
し
た
が
、
圧
迫
部
位
に
両
手
を
き

ち
っ
と
入
れ
て
胸
骨
圧
迫
で
き
ま
し

た
。
何
十
年
も
教
え
て
き
た
甲
斐
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
全
て

出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
到
着
後

に
１
回
目
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
加
え
、

そ
の
後
も
胸
骨
圧
迫
を
続
け
な
が
ら
、

再
度
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
と

救
急
隊
が
到
着
し
ま
し
た
。
途
中
で
地

域
の
消
防
団
の
男
性
が
交
代
を
申
し
出

て
く
れ
た
の
で
す
が
、狭
い
車
内
で
の
中

断
時
間
が
心
配
で
、救
急
隊
到
着
ま
で
一

人
で
胸
骨
圧
迫
を
続
け
ま
し
た
。
後
か

ら
聞
く
と
、
搬
送
中
と
合
わ
せ
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
11
回
、心
肺
蘇
生

は
20
分
以
上
に
わ
た
っ
た
そ
う
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る

─
─
山
口
さ
ん
は
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
た

後
、
ど
の
く
ら
い
で
意
識
を
取
り
戻
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
口
さ
ん
▼
１
週
間
後
で
す
。
意
識
が

戻
っ
て
か
ら
10
日
ほ
ど
で
一
般
病
棟
に

移
り
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
む

手
術
を
し
て
、
倒
れ
た
日
か
ら
約
１
カ

月
後
に
退
院
し
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
▼
搬
送
後
も
ず
っ
と
山
口
さ

ん
の
こ
と
が
気
が
か
り
だ
っ
た
の
で
、

人
づ
て
に
退
院
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
口
さ

ん
の
「
命
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
、心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」と
い
う

メ
ー
ル
が
転
送
さ
れ
て
き
た
と
き
に
は

感
激
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
▼
実
は
、
家
族
は
搬
送
時
に

「
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
覚
悟
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
た
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
後
遺
症

も
な
く
社
会
復
帰
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
、
医
師
も
「
初
動
の
胸
骨
圧
迫
が
効

果
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

小
野
さ
ん
▼
心
肺
停
止
か
ら
一
次
救
命

処
置
ま
で
の
時
間
が
経
つ
ほ
ど
に
、
救

命
率
は
低
く
な
り
ま
す
。
医
師
が
30
分

は
心
肺
停
止
し
て
い
た
と
話
し
て
い
た

の
で
、
山
口
さ
ん
の
回
復
は
奇
跡
的
だ

と
思
い
ま
す
。

山
口
さ
ん
▼
倒
れ
た
と
き
に
、
小

野
さ
ん
の
よ
う
な
救
急
法
の
知
識

の
あ
る
赤
十
字
の
方
が
い
て
く
だ

さ
り
、
さ
ら
に
迅
速
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

持
っ
て
き
て
く
だ
っ
た
方
や
消
防

団
の
方
も
い
て
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
助
か
り
ま
し
た
。
周
り
か
ら

も
「
お
前
は
い
い
所
で
倒
れ
た
ん

だ
よ
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
さ
ん

の
存
在
が
ま
さ
に
不
幸
中
の
幸
い

だ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
野
さ
ん
▼
山
口
さ
ん
の
言
葉
を

聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
て
山

口
さ
ん
と
お
話
で
き
た
こ
と
も
良
か
っ

た
。
私
は
講
習
指
導
時
に
受
講
者
に

「
救
助
に
携
わ
る
と
心
的
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
手
当

は
正
し
か
っ
た
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
い
ざ
自
分
が
救

助
者
に
な
っ
て
み
る
と
不
安
や
迷
い
な

ど
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
面
も
あ
っ
た
の

で
、
今
日
お
話
し
で
き
て
元
気
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
講
習
で
は
、
救
助
者

に
寄
り
添
う
視
点
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
救
急
法
を
は

じ
め
と
す
る
赤
十
字
の
講
習
に
関
心
を

持
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
さ
ん
▼
赤
十
字
の
講
習
で
は
、
命

を
救
う
方
法
や
健
康
で
安
全
に
暮
ら
す

た
め
の
知
識
と
技
術
を
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。関
心
を
持
っ
た
ら
、ぜ
ひ
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
時
間
の
制
約
な
ど
で
講
習
を
受

け
ら
れ
な
い
方
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
な

ど
で
通
勤
や
通
学
ル
ー
ト
の
ど
こ
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
あ
る
か
を
把
握
し
た
り
、
日
常

生
活
で
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
た
だ
く

だ
け
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
ち

ま
す
。

赤
十
字
の
救
急
法
講
習
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心肺停止からの回復と社会復帰を喜び、握手する山口さん（左）と小野さん。
「皆さんにつないでいただいた命を大切にしようと、好きだった酒とタバコをや
め、健康第一で生活しています」（山口さん）

②1分間に100 〜120回のテンポで連続して
絶え間なく圧迫します。

胸骨圧迫

①両肘をまっすぐに伸ばして手の付け根
の部分に体重をかけ、真上から垂直に
傷病者の胸が約5センチ沈み込むよう
にしっかり圧迫します

強く・速く・絶え間なく！

詳しい
動画解説
↓
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1日約250人（6分に1人）が
心臓が原因の心肺停止

心肺停止
傷病者数

交通事故
死者数

火災事故
死者数

91,498人

1,452人2,610人

目
の
前
で
誰
か
が
倒
れ
た
ら
？

　日
本
で
、
一
般
の
人
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
、
20
年
が
経
ち

ま
す
。現
在
、日
本
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数

で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し

た
。一
方
で
、心
停
止
後
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

率
は
わ
ず
か
４・３
％
（
令
和
４
年
）
と

低
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　日
本
で
は
、
重
篤
な
不
整
脈
な
ど
が

原
因
で
心
停
止
と
な
る
人
は
１
年
間
で

約
９・１
万
人
で
、
１
日
あ
た
り
に
換
算

す
る
と
約
２
５
０
人
。こ
れ
は
、交
通
事

故
死
の
35
倍
、
火
災
事
故
死
の
63
倍
に

あ
た
り
ま
す（
図
１
参
照
）。

　心
停
止
な
ど
に
よ
り
呼
吸
や
心
臓
が

止
ま
る
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

い
の
ち
が
助
か
る
可
能
性
は
低
く
な
り

ま
す（
図
２
参
照
）。一
方
、
救
急
車
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
、全
国
平

均
で
10
・
３
分（
令
和
４
年
）。心
停
止
に

な
っ
た
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
一
次
救
命
処

置
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

救
命
の
連
鎖
で
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

　病
気
や
事
故
で
急
変
し
た
人
を
救
命

す
る
た
め
に
必
要
な
一
連
の
流
れ
を

「
救
命
の
連
鎖
（
図
３
）」
と
い
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
心
停
止
の
予
防
は
も
ち

ろ
ん
、
傷
病
者
を
発
見
し
た
時
に
状
況

を
迅
速
に
判
断
し
、
救
急
車
を
す
ぐ
に

呼
ぶ
こ
と
や
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、
医
師
ま
た
は

救
急
隊
へ
の
引
継
ぎ
な
ど
、
救
命
の
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
と
輪
が
途
切
れ
る
こ
と

な
く
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
救
命
率

が
向
上
し
ま
す
。
な
か
で
も
心
停
止
の

予
防
か
ら
一
次
救
命
処
置
ま
で
は
、
居

合
わ
せ
た
人
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い

の
が
特
徴
で
す
。

　日
本
赤
十
字
社
の
救
急
法
講
習
は
、

日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防
止
や
手
当

の
基
本
、
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
の
方

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、

止
血
の
方
法
、包
帯
の
使
い
方
、骨
折
な

ど
の
固
定
、搬
送
、災
害
時
の
心
得
な
ど

の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の

救
急
法
講
習

居合わせた人が救命
処置をした場合
救急車が来るまで何
もしなかった場合

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

救
命
の
可
能
性（
％
）

（分）
心臓が止まってから救急隊による
電気ショックまでの時間（心室細動例）

50
40
30
20
10
0

　突
然
に
起
き

る
心
停
止
。
10

を
知
る
人
が
１

人
い
る
よ
り
、

1
を
知
る
人
が

１
０
０
人
い
た

方
が
多
く
の
い

の
ち
が
救
え
ま
す
。
ま
ず
は
1
を
知
る

た
め
の
一
歩
と
し
て
、
赤
十
字
の
講
習

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

救急法を
学ぼう

赤十字
Supporters

講
習
会
の

お
申
し
込
み
は
コ
チ
ラ

図1 心肺停止傷病者数と
交通事故死者数、火災事故死者数

救命の可能性と時間経過図2

救急法等講習会の事務局（お問い合せ先）▶︎日本赤十字社東京都支部 事業部 健康安全課

心停止の予防 早期認識と
119番通報 一次救命処置 二次救命処置

と集中治療

救命の連鎖図3

出典： 総務省消防庁『令和5年版 救急・救助の現況』
 警察庁「令和４年中の交通事故死者数について」
 総務省消防庁『令和５年版 消防白書』

出典：『改訂6版　救急蘇生法の指針2020（市民用）』

講習の様子
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図1 心肺停止傷病者数と
交通事故死者数、火災事故死者数

救命の可能性と時間経過図2

救急法等講習会の事務局（お問い合せ先）▶︎日本赤十字社東京都支部 事業部 健康安全課

心停止の予防 早期認識と
119番通報 一次救命処置 二次救命処置

と集中治療

救命の連鎖図3

出典： 総務省消防庁『令和5年版 救急・救助の現況』
 警察庁「令和４年中の交通事故死者数について」
 総務省消防庁『令和５年版 消防白書』

出典：『改訂6版　救急蘇生法の指針2020（市民用）』

講習の様子
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